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根
室
振
興
局
の
紹
介

  

振
興
局
本
庁
舎
は
根
室
市
に
あ

り
、
地
域
政
策
課
、
商
工
労
働
観
光

課
、
農
務
課
、
水
産
課
、
社
会
福
祉

課
、
北
方
領
土
対
策
室
な
ど

課
１

室
と
保
健
行
政
室
が
あ
り
、
別
海
町

に
は
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
や
家

畜
保
健
衛
生
所
、
森
林
室
。
さ
ら
に

は
中
標
津
町
と
標
津
町
に
庁
舎
が
あ

り
、
約
３
０
０
人
ほ
ど
の
職
員
が
勤

務
し
て
い
る
。

  

農
林
水
産
業
の
振
興
、
道
税
に
関

す
る
こ
と
、
地
域
の
重
要
施
策
の
立

案
、
推
進
。
地
域
医
療
や
福
祉
。
中

小
企
業
者
へ
の
支
援
と
観
光
振
興
対

策
。
防
災
災
害
対
策
の
ほ
か
北
方
領

土
問
題
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
地
域

の
活
性
化
と
振
興
に
職
員
一
丸
と
な

っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
中
　
田
　
克
　
哉

　
　
　
　
　
　
　
（
根
室
振
興
局
長
）

　
花
見
の
シ
ー
ズ
ン
が
、
ほ
ぼ
終

了
し
た
。

日
は
、
天
候
に
も
恵

ま
れ
「
あ
っ
け
し
桜
・
牡か

蠣き

ま
つ

り
」
や
「
釧
路
町
桜
ま
つ
り
」
に

は
多
く
の
行
楽
客
が
詰
め
掛
け
、

会
場
は
に
ぎ
わ
っ
た
▼
「
釧
路
町
桜
ま
つ
り
」

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
日
本
一
遅
い
花

見
」
。
地
元
に
住
ん
で
い
る
と
、
そ
れ
が
当
た

り
前
の
よ
う
に
響
く
の
だ
が
、
道
央
や
道
外
に

住
ん
で
い
る
人
た
ち
は
、
そ
う
は
思
わ
ず
「
大

き
な
観
光
資
源
に
な
る
」
と
言
わ
れ
た
。
桜
前

線
が
釧
路
、
根
室
に
到
着
す
る
と
、
全
国
ニ
ュ

ー
ス
に
な
っ
て
い
る
▼
日
高
管
内
静
内
町
の
二

十
間
道
路
桜
並
木
。
左
右
に
ず
ら
り
と
並
ん
だ

桜
は
見
事
で
、
多
く
の
観
光
客
が
押
し
寄
せ
る
。

そ
こ
で
提
案
を
受
け
た
の
が
「
千
本
桜
」
。
釧

路
、
根
室
地
域
で
は
、
標
津
町
が
２
０
１
０
年

度
か
ら
３
年
間
の
計
画
で
千
本
桜
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
実
施
し
た
▼
釧
路
町
別
保
公
園
の
桜
は
、

現
在
約
３
０
０
本
。
町
民
の
有
志
は
、
毎
年
少

し
ず
つ
植
樹
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
老
木
も

あ
り
、
思
う
よ
う
に
増
え
な
い
。
同
公
園
で
千

本
桜
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
ヒ
ト
、
カ
ネ
を

確
保
す
る
ア
イ
デ
ア
が
必
要
▼
で
も
「
日
本
一

遅
い
花
見
が
楽
し
め
る
」
千
本
桜
は
魅
力
的
。

た
だ
実
現
に
は
時
間
が
か
か
り
そ
う
な
の
で
、

そ
れ
ま
で
釧
路
町
、
厚
岸
町
で
の
桜
イ
ベ
ン
ト

に
は
「
日
本
一
遅
い
」
と
い
う
冠
を
、
付
け
て

ア
ピ
ー
ル
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
（
星

匠
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自爆テロ、組織的背景を捜査　３

白鵬 連勝、日馬富士に土　

落石の魅力、修学旅行でＰＲ　

鍛高譚、 周年で新ＣＭ　

釧根ネイチャーガイド８

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

5月25日木曜日

ケーキ屋になりたい！

たかやま　あんなちゃん
　　　　（みはらフレンド幼稚園）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
【

日
】

　
◇
根
室
市
長
　
▽
総
合
政
策
、
水
産

振
興
用
務
で
釧
路
市
、
札
幌
市
、
東
京

都
へ
出
張
（
本
日
帰
庁
）

　
◇
別
海
町
長
　
▽
帰
庁

　
◇
中
標
津
町
長
　
▽
午
後
１
時

分

　
中
標
津
町
全
町
内
会
連
合
会
表
彰
式

・
定
期
総
会
（
Ｔ
Ｇ
Ｈ
）

　
◇
標
津
町
長
　
▽
午
前
３
時

分
　

第

回
標
津
町
民
祭
り
水
・
キ
ラ
リ
第

１
回
実
行
委
（
あ
す
ぱ
る
）

　
◇
羅
臼
町
長
　
▽
午
前
８
時

分
　

庁
内
会
議
（
町
長
室
）
▽
同

時
　
定

例
課
長
会
議
（
庁
議
室
）
▽
午
後
１
時

分
　
王
子
コ
ン
テ
ナ
と
の
災
害
協
定

調
印
式
（
町
長
室
）
▽
同
３
時
　
根
室

観
光
連
盟
総
会
（
公
民
館
）
▽
同
５
時

分
　
根
室
観
光
連
盟
懇
談
会
（
ホ
テ

ル
栄
屋
）
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根
室
振
興
局
の
ま
と
め
に
よ
る
と
、
２
０
１
６

年
度
の
根
室
管
内
へ
の
訪
日
外
国
人
の
宿
泊
者
が

過
去
最
多
を
記
録
し
た
。
一
方
で
観
光
客
全
体
の

入
り
込
み
数
は
３
年
ぶ
り
に
減
少
。
北
海
道
観
光

の
書
き
入
れ
時
を
襲
っ
た
台
風
な
ど
の
影
響
に
よ

る
が
、
根
室
地
域
へ
の
頭
打
ち
感
は
否
め
な
い
と

こ
ろ
。
昨
年
末
の
日
ロ
首
脳
会
談
で
合
意
し
た
北

方
四
島
と
の
日
ロ
共
同
経
済
活
動
メ
ニ
ュ
ー
に
は

「
観
光
」
も
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
関
係
者
か

ら
は
新
た
な
魅
力
に
な
る
と
指
摘
す
る
声
も
上
が

っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
本
繁
寿
）

根
室
管
内
の
観
光
資
源
の
可
能
性
を
探
る
た
め
視
察
す
る
フ

ァ
ム
ト
リ
ッ
プ
メ
ン
バ
ー
ら
（

日
午
後
、
納
沙
布
岬
）

　
中
標
津
町
が
町
有
林
の
間
伐

事
業
で
得
た
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ

Ｏ

）
吸
収
量

㌧
（

万
８

０
０
０
円
相
当
）
を
、
国
の
「
Ｊ

―
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
」
で
購
入

し
た
中
標
津
町
建
設
業
協
会

（
三
宅
正
浩
会
長
、
加
盟

社
）

に
対
す
る
購
入
証
明
書
の
贈
呈

式
が

日
、
町
役
場
で
開
か
れ

た
。
同
協
会
の
購
入
は
今
年
で

３
年
連
続
。

　
こ
の
制
度
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
設
備
の
導
入
や
森
林
の
適
正

管
理
な
ど
に
よ
る
温
室
効
果
ガ

ス
の
削
減
量
・
吸
収
量
を
、
現

金
化
で
き
る
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
」

と
し
て
国
が
認
証
す
る
も
の
。

企
業
な
ど
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
購

入
す
る
こ
と
で
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企

業
の
社
会
的
責
任
）
の
達
成
、

企
業
評
価
の
向
上
な
ど
が
見
込

ま
れ
、
購
入
・
販
売
双
方
に
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　
こ
の
日
は
三
宅
会
長
、
犬
飼

勝
副
会
長
ら
が
来
庁
。
西
村
穣

町
長
が
証
明
書
を
手
渡
し
「
昨

年
の
大
雨
、
台
風
で
洪
水
に
な

ら
ず
、
増
水
に
と
ど
ま
っ
た
の

は
山
林
が
保
水
し
て
い
る
証

拠
。
今
後
も
応
援
、
協
力
を
お

願
い
し
た
い
」
と
述
べ
た
。
三

宅
会
長
は
「
Ｃ
Ｏ

が
異
常
気

象
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
す
れ

ば
、
安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
社
会
的
使
命
を
果
た
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
微
力
な

が
ら
も
毎
年
継
続
し
て
い
き
た

い
」
と
語
っ
た
。
　

　
同
町
で
は
２
０
１
４
年

月
、
Ｃ
Ｏ

吸
収
量
５
８
９
㌧

（

年
度
分
）
が
国
に
認
め
ら

れ
、
こ
の
う
ち
販
売
可
能
数
は

５
７
２
㌧
。
今
回
ま
で
延
べ

団
体
に
２
４
７
㌧
を
販
売
し
、

間
伐
な
ど
森
林
管
理
に
活
用
し

て
い
る
。
　
　
（
原
田
未
央
）

西村町長（右）から購入証明書を受け

取る三宅会長（中央）

　
根
室
管
内
へ
の
昨
年
度
１
年

間
の
入
り
込
み
数
は
１
８
４
万

７
５
０
０
人
で
、
前
年
比
５
万

７
７
０
０
人
の
減
と
な
っ
た
。

８
月
、
９
月
に
北
海
道
に
上
陸

し
た
台
風
な
ど
の
影
響
に
よ

り
、
道
路
や
鉄
路
の
寸
断
が
大

き
な
減
少
要
因
と
な
っ
た
。
根

室
管
内
も
８
〜
９
月
は
約

％

減
の

万
人
前
後
で
推
移
し

た
。

　
全
体
の
う
ち
道
外
客
は

万

１
８
０
０
人
（
前
年
比
３
万
２

１
０
０
人
減
）
、
日
帰
り
客
は

全
体
の
約

％
に
当
た
る
１
６

３
万
８
６
０
０
人
（
同
５
万
４

０
０
人
減
）
だ
っ
た
。

　
一
方
、
訪
日
外
国
人
の
宿
泊

者
数
は
６
３
５
２
人
で
、
前
年

を
１
１
１
７
人
上
回
り
過
去
最

高
と
な
っ
た
。
国
・
地
域
別
で

は
香
港
が

％
増
の
１
０
５
１

人
、
イ
ギ
リ
ス

％
増
の
２
４

４
人
、
ア
メ
リ
カ

％
増
の
３

７
７
人
。
上
半
期
（
４
〜
９
月
）

は
３
２
２
４
人
、
冬
場
の
下
半

期
（

〜
３
月
）
は
３
１
２
８

人
と
ほ
ぼ
同
数
に
。

　
根
室
管
内
へ
の
観
光
客
は
、

ピ
ー
ク
の
１
９
９
２
年
に
は
３

２
９
万
人
を
数
え
た
が
、
現
在

は
約
半
分
に
ま
で
落
ち
込
ん

で
い
る
。
そ
ん
な
観
光
の
起
爆

剤
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る

の
が
四
島
で
の
日
ロ
共
同
経

済
活
動
。
メ
ニ
ュ
ー
の
一
つ
に

「
観
光
」
が
入
っ
て
い
る
た
め

だ
。

　
北
方
領
土
隣
接
地
域
へ
の
誘

客
の
可
能
性
を
探
る
た
め
、

日
か
ら
根
室
管
内
入
り
し
て
い

る
内
閣
府
主
催
の
「
フ
ァ
ム
ト

リ
ッ
プ
」
（
地
域
発
見
ツ
ア
ー
）

メ
ン
バ
ー
は
、
日
ロ
経
済
活
動

で
の
観
光
事
業
に
つ
い
て
「
今

ま
で
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
が

見
ら
れ
る
。
北
方
領
土
と
い
う

歴
史
を
知
り
、
ロ
シ
ア
人
と
の

交
流
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
」（
大

槻
厚
日
本
旅
行
取
締
役
）
と
可

能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

捕
獲
用
の
網
を
設
置
す
る
市
村
館

長
（
中
央
）
と
横
森
さ
ん

゛
゛
゛
゛
゛
゛
゛
゛
゛
゛
゛
゛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
北
方
四
島
に
漁
業
権
を
持
っ

て
い
た
関
係
者
で
つ
く
る
北
方

地
域
漁
業
権
補
償
推
進
委
員
会

根
室
支
部
（
支
部
長
・
小
倉
啓

一
歯
舞
漁
協
組
合
長
）
は

日
、

道
立
北
方
四
島
交
流
セ
ン
タ
ー

ニ
・
ホ
・
ロ
で
総
会
を
開
い
た
。

会
員
で
あ
る
元
島
民
の
会
費
負

担
軽
減
問
題
で
、
補
助
金
の
増

額
を
要
請
、
了
承
を
得
た
こ
と

か
ら
、
当
面
会
員
の
会
費
負
担

を
凍
結
し
、
運
動
を
展
開
し
て

い
く
こ
と
に
し
た
。

　
同
会
の
会
費
は
、
元
島
民
の

島
の
会
な
ど

団
体
１
１
４
８

人
が
負
担
し
て
き
た
が
、
平
均

年
齢
が

歳
を
超
え
て
会
費
の

負
担
感
は
重
く
、
未
納
や
個
人

負
担
な
ど
の
問
題
が
表
面
化
し

て
い
た
。

　
今
年
度
は
補
助
団
体
の
根
室

管
内
８
漁
協
組
合
長
会
（
会
長

・
大
坂
鉄
夫
根
室
漁
協
組
合
長
）

が

万
円
増
の

万
円
、
根
室

市
が
２
万
４
０
０
０
円
増
の

万
円
に
補
助
金
を
増
額
し
、
運

営
資
金
に
充
て
る
。
根
室
町
村

会
は
、
決
済
が
間
に
合
わ
な
い

た
め
従
来
と
同
じ
７
万
５
０
０

０
円
を
補
助
す
る
。

　
事
務
局
の
根
室
市
は
「
当
面

は
元
島
民
か
ら
会
費
を
取
ら

ず
、
国
な
ど
へ
の
要
望
な
ど
を

行
う
こ
と
に
し
た
」
と
話
し
て

い
る
。
　
　
　
（
山
本
繁
寿
）
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標
津
町
の
標
津
サ
ー
モ
ン
科

学
館
（
市
村
政
樹
館
長
）
は

日
、
町
内
を
流
れ
る
ポ
ー
川
支

流
で
、
自
然
産
卵
の
研
究
に
よ

っ
て
ふ
化
し
た
、
サ
ケ
稚
魚
の

捕
獲
・
調
査
を
開
始
し
た
。

　
「
標
津
町
サ
ケ
マ
ス
自
然
産

卵
調
査
協
議
会
」
（
会
長
・
西

山
良
一
標
津
漁
協
組
合
長
）
が

進
め
る
事
業
の
一
環
。
サ
ケ
・

マ
ス
の
自
然
繁
殖
に
よ
る
漁
業

資
源
拡
大
を
目
的
と
し
て
、
２

０
１
４
年
に
開
始
し
た
。

　
昨
年

月
に
は
、
日
大
の
牧

口
祐
也
専
任
講
師
（

）
と
同
科

学
館
が
共
同
で
、
個
体
識
別
し

た
サ
ケ
の
自
然
産
卵
や
配
偶
者

選
択
に
つ
い
て
調
査
を
実
施
。

ポ
ー
川
支
流
で
は
、
一
部
に
囲

い
を
設
置
し
、
雄

匹
、
雌

匹

を
放
っ
て
行
動
を
記
録
し
た
。

今
回
は
そ
の
結
果
を
元
に
、
ど

の
ペ
ア
か
ら
生
ま
れ
た
稚
魚
が

生
き
残
っ
て
い
る
か
な
ど
を
調

べ
る
。

　
こ
の
日
は
同
科
学
館
職
員
の

ほ
か
、
牧
口
講
師
の
下
で
学
ぶ

日
大
４
年
、
横
森
洋
治
郎
さ
ん

（

）
が
同
行
。
産
卵
場
所
か
ら
、

約

㍍
下
流
に
網
を
設
置
し

た
。
横
森
さ
ん
は
「
サ
ン
プ
ル

回
収
と
デ
ー
タ
解
析
を
行
っ

て
、
卒
論
に
生
か
し
た
い
」
と

話
す
。

　
捕
ら
え
た
稚
魚
は
遺
伝
子
を

解
析
し
、
親
魚
を
特
定
し
た
上

で
、
今
後
の
人
工
ふ
化
や
自
然

産
卵
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
と
し

て
活
用
す
る
。
稚
魚
の
捕
獲
は

日
ご
ろ
か
ら
始
ま
り
、
約
１

カ
月
間
続
け
ら
れ
る
。
牧
口
講

師
は
「
自
然
産
卵
に
よ
っ
て

生
ま
れ
た
稚
魚
は
、
免
疫
遺
伝

子
に
多
様
性
を
持
た
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。
ポ
ー
川
で
採
取

で
き
る
デ
ー
タ
は
と
て
も
貴
重

な
の
で
、
今
後
も
継
続
し
て
い

き
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ

た
。

　
　
　
　
　
　
（
須
貝
喜
治
）
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